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町政レポート No.112町政レポート No.112 古宮大池利活用整備工事が完了しました

住民グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）2 3 6 4

　この地域に水の恵
みをもたらした「新
井」の到達地点であ
る古宮大池の利活用
整備工事が完了しま
した。遊歩道で池の
周囲888ｍを散策で
きるようになり、駐
車場やトイレも設置

しています。
　ごみのポイ捨てなどで池が汚れないよう地域みん
なで守りましょう。大切な四季折々の池の潤いと安ら
ぎを育む親水空間として、そして健康増進の場として
ご利用ください。

第48回播磨町消防団小型ポンプ操法大会

危機管理グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 9 9 1

　４月17日役場駐車場で小型ポンプ操法大会を暴
風・波浪警報が発令されていたため、開催時間を午後
１時からに変更して開催しました。３月20日のポンプ
操法講習会から練習を重ねてきた町内分団の10分団
がこの大会に臨みました。
　小型ポンプ操法の結果は次の通りです。
　優　勝　　　野添分団
　準優勝　　　古宮分団
　操作員別優勝
　指揮者　野添分団　　宇都宮裕司
　一番員　野添分団　　柏木敦士
　二番員　野添分団　　小林毅郎
　三番員　大中分団　　宮川昌也
　　　　　古田東分団　増井隆志
　　　　　古宮分団　　中村好彦
　　　　　二子北分団　西田　晃
　優勝及び準優勝の分団は、県大会出場を目指して６
月19日に三木市で開催される東播磨地区消防操法大
会に出場します。

　新緑が美しい大中遺跡周辺で「はりま風薫る
フェスタ」を開催しました。さわやかな春の風
に乗って、多くの笑顔が行き交いました。
◆九州地方で大きな地震がありました。その後
も余震が続き、被災地の方々は不安な日々を送
られていることと思います。心よりお見舞い申
し上げます。播磨町では公共施設に募金箱を設
置し、職員を派遣しました。被災自治体への支
援に努めるとともに、防災に対しての備えをよ
り強固にしていきたいと思っています。
◆４月15日土山駅南の町有地に商業施設「BiVi
土山」が誕生しました。この地は平成18年に前
所有者から買収、町の所有する土地となり、そ
の後土壌改良などさまざまな課題や土地利用
計画が浮上する中で、町にとっての最重要課題
であったといっても過言ではありません。平成
23年に住民の長年の願いであった「病院」を誘
致し、残地の利活用について検討を重ねてきた
ところです。10年間のさまざまな出来事を思
い起こし、感無量の思いで迎えたグランドオー
プンでした。当日は好天に恵まれ開店前から多
くの方々に並んでいただき、大盛況のオープニ
ングとなりました。早朝よりありがとうござい
ました。併せて町では、西側に防災公園を整備
し、商業施設の駐車場一角には「駅利用者送迎
用無料駐車場」も設置しました。商業施設の１
階には町が運営する交流スペース「きっずな
ホール」を設置し、職員も常駐しています。

「きっずなホール」はどなたでも自由にご利用
いただける待合、休憩、交流などのスペースで
す。大型画面で町のＰＲ映像も上映しておりま
すので、どうぞご利用ください。以前の空き地
から一変して、多くの人々が行き交う駅周辺と
なりましたが、町内外の多くの皆さまに末永く
愛され続ける施設となりますよう願っており
ます。

▲駅前ににぎわいができました
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JR土山駅前に待望のにぎわいの施設　　　　　
BiVi土山と土山駅南交流スペース「きっずなホール」がオープン
企画グループ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 3 5 6

　４月15日午前10時、JR土山駅南
の町有地に大和リースが建設した商
業施設BiVi土山が完成し、華やかな
オープニングセレモニーが催されま
した。施設のオープンに先立ち町の
土山駅南交流スペース「きっずな
ホール」に、卓上型会話支援機器と
可動式リチウムイオン蓄電池の寄贈
を受ける寄贈式を執り行いました。
　また、同日午後にはきっずなホー
ルという愛称をつけてくれた宮川和
昌さん（播磨小）をお招きして、感謝
状を贈りました。

第１回はりま風薫るフェスタ　　　　　　　　
１万８千人の人でにぎわいました

生涯学習グループ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 5 6 5

　これまで「播磨町健康福祉フェア＆緑化イベント」として
親しまれてきたイベントがリニューアルして、今年から「は
りま風薫るフェスタ」として4月29
日に開催しました。
　大中遺跡公園、野添であい公園、
野添北公園を会場として健康チェッ
クや福祉の体験のほか、ものを作っ
たりゲームやスポーツを楽しんだりする多様な体験型の
ブースやたくさんの模擬店が並びました。
　また、会場内でスタンプを集めて参加するガラポン抽選
会では、お米５kgや味付け海苔、お菓子など前年までと違
う賞品を用意しました。

交通安全啓発活動を行いました

危機管理グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 9 9 1

　４月14日の午前７時30分から、春の全国交通安全
運動の一環として、JR土山駅で通勤・通学者に「交通
安全に協力してください」と交通安全啓発活動を行い

ました。
　播磨町長及び加古
川警察署員、交通安
全協会の方々にご参
加いただき、多くの
人に交通安全を呼び
かけました。
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果物大好きりんりん。来年はいちご狩りに
いこうね！　（父・母より）

※撮影時の年齢です。

▲加古川警察署員、交通安全協会の皆さん

▲グッズを手渡して、啓発しました

▲ウォーキングに最適

▲優勝した野添分団
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